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あ だち 広 報

第644 号( 1)

編集/ 足立区 企画部広 報課 120足立区千住一丁目4- 18 ( 882) 1111 第二庁舎 　( 889) 6161

人口面積( 59. 2. 1)
世 帯　216, 640
人 口　628, 534
男　318, 425
女　310, 109

面 積　53. 25 ㎞2
人口密度　11, 803 人/㎞2

海
を

こ

え

て

心

の

ふ

れ

あ

い

を

区
長
・
議
長
ベ
ル
モ
ン
ト
市
を
訪
問

区
は
、
t
-
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ベ
ル
モ
ン
ド
巾
と
姉
妹
都
市
提
携
を
進
　

め
て
い
生
す
が
、
l
月
卜
八
日
か
ら
二
丿
四
日
ま
で
、
ド
長
と
講
長

の
。行
が
ベ
ル
モ
ン
ト
巾
を
訪
問
し
、
姉
妹
都
巾
提
携
の
時
期
、
調

印
方
法
、
提
携
後
の
交
流
々
と
を
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は

英
語
版
の
グ
ラ
フ

ツ
广
ト
カ
ら
'
し
隘
の
里
帰

り
ゃ
応
外
研
晦
々
こ
々
ー
)
オ
ー

ペ
々
-
‘
、
最
近
、
ド
の
び
a
し
国

際
化

し
て
x
'
よ
し
气

外
国
と
の
都
巾
鍵
携
に
っ
い
匸

に
、
区
制
心
卜
周
年
記
靡
搴
集
ほ
民

会
躪
か
ら
提
は
か
I
・
受
け
じ
氣
-
バ

が
、
じ
I
は
ど
れ
卆
・
契
機
ク
ド
、

英
…̀
版
内
ぎ
弓
誌
A
D
A
c
H

j
を
発
行
气
卜
民
の
皆
丿
父
一

は
じ
め
、
各
国
の
人
健
館
や
・
y
、
両
機

関
に
配
布

し
ま
し
た

こ
の
乙
フ
フ
誌
が
縁
≒
な
J
7
、

4
I
ス
ト
リ
リ
ア
ヤ
ヘ
ー
モ
フ
'
卜
心

か
ら
姉
妹
都
市
提
携
夕
町
礎
卜
‘

r
-
、
交
流
乃
'
図
卜
だ
I
'
1
巾
し
y

わ
が
あ
口
よ
L
た
j
々
冏
、
F
・
w
・

レ
f
淑
長
の
ま
ね
匁
-
に
よ
'
、
区
棧
、

躪
長

引
へ

ル
モ
レ
ト
ガ
訪
問
り
な
卜

ま
し

た
。

ベ
ル
モ
ン
ト
市
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ペ
パ
モ
ニー
澎
は
、
j
-
。
‘
ト
ラ

リ
ア
の
首
祁
い
ヤ
ご
・
ノ
か
・
り
・
内
へ

約
一
千
♂
、
ぶ
4
ー
……
-
J
『
リ
バ
州

う
州
乱
パ
ー
ス
勹
-
巾
-
に
位
冊
し
こ
い

ま
す人

口
は
、
約
二
万

。壬
人
二

足

立
区
の
人
口
の
約
一
了
ロ
ク
。
。
そ

し
て
面
積
は
、
二
・
3
1
^

立
区
二
お
よ
そ
六
割
シ
町
い
一
う
。

卜
と
曄
の
豊
か
な
t
し
、
爪
釣
'

り
水
心
の
'
‘
-
き
る
ス
ワ
'
川
、
'
朴
り

に
吮
り
、
公
園
や
卜
ク
リ
i
F
"

‘

血
&
か
数
む
く
あ
り
k
l

气
歓
逎
貨
物
輸
送
々
-
I

バー
は
じ
め
と
し
T
、
機
械
L
業
、

軽
工
業
を
黽
-
こ
し
た
多
"
ノ
、
-
i

二
。
西
オ
ー
ス
トー
『
リ
パ
川
の
酲
‘
、

う
ぐ
I
'
。
空
港
か
あ
り
ノ
'
。
、
。
愚
昧

一
は
、
に
対
モ
㎜
ト
巾
に
内
j
。
l
‘

i
。
リ
ア
-
9
玄
関
と
も
X
j
l
'

由
艮
を
は
じ
め
と
し
'
、
小
議
勁

議
貝
トー
一
名
か
、
"
岡
卜
'
J
-
怛
'
-
。
巾

戌

の

た

め
の

£

ら
フ

い
"

气

ム

ー

ダ

ン

に

施
策

を

す

す

め

て

い
I

す
。

友
好
と
親
善
の

か

け

橋

外
囚
-
に
の
岾
妹
都
ぶ
提
携
は
。
攵

好
L

‘
稠
胃
の
構
i

か
リ

ジ

ツ
一

二
1

自
片
体
相
り
宀
夊
哦
4
j
l

气

肉

然
巾
の

人
々
い
こ

と
七
し
向
か
'こ

・
凡
て

結
ば
わ
る
こ
と
・
'。あ
卜
E

て

Q
こ
区
と
ぺ
ハ
モ
ン
ト
服
は
、
j

簗
や
十
赤
哺
噫
も
呉
々
二
多
。
'
、
の

川
迎
l
。…
か
鳬
り
t
t
い
、
姉
妹
部
山

『
‥
'
提
携
は
、
り
り
ク
ジ…
沐
に
と
、

气
刪
'
-
じ
が
史
し
涎
り
`
々
ろ
f
-

・
は
'
べ
い
。
し
I
-
y
J

粕
し
い
雁
史
は
、
八
に
4

帽
'・
。
べ

少

年
に
ロ
マ

ぶ

池

に
、
人
九
髮
』
一

亡

父
流
を
は

じ
め
、
柚
啻
・
夊
化
・

ス
ポ
ー
し
な
ど
の
各
分
野
刀
父
流
を

通
じ
て
将
恥
に
向
っ
て
花
鬩
く
も
の

と
思
わ
れ
支
1
。

友
流
の
ら
圧
に
つ
い
こ
も
、
い
ろ

い
ろ
な
し
の
が
ろ
り
ま
r
ぺ

そ
の

凧
本
は
、
べ
と
人
と
の
心
の
ふ
捫
あ

し
か
ら
攵
怏
と
ほ
顆
を
可
き
い
く

こ
と
に
あ
0
ま
弌

そ
し
て
、
友
情

と
砥
頼
の
輸
は
、
新
し
い
歴
史
を
創

造
し
、
新
し
い
文
化
を
宅
み
出
す
こ

と
か
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な交

流
を

こ
の

た
ひ
の

訪
問
ご
:

ペ
ル
モ

。・

・
r
市

か
ら
八

の
よ
う
な
交
流
を
衍
い

た
い

と
提
案

か
あ
り
ま
し
た
が
、
区

で
も

検
討

を
重
ね
る
と
同
時

に
、
区

尺
の

皆
j
'
ん
の

ご
意
叺
を
伺
い
な
が

ら
市
心

レ
ベ

ル
ぐ
の

文
硫
参
一
深
め
て

い
き

た
い
十
名
j
で

い
ま
す
。

□
人
物

交
流
・・
。
覯
黔
便
㈲
団
の
相
互

派

遣
、

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
の

実
廠

□
文
化
交
流
・
み

嶌
等
の
交
換
、
ペ

ン
フ

レ
ン

ド
匚
よ

る
交
流

□
ス
ポ
ー
ツ

交
流
・
=
テ
ィ
ー
ボ
ー
ハ

□
教
育
交
流
・
=
児
童
・

生
徒
の
絵
画

等
の

作
品

交
換
、
姉
妹
校
の
提
携

□
そ
の
他
…

勳
植
吻
の

交
換
'
　
H
i
)

公
園
等
施
政
の
催
設

◎
都
巾
提
挑
に
関
t
る
閾
い
合
わ
け
『

は
、
企
画
課
へ
。

協議を進める両都市の代表

保育施 設老人ホーム

J APAN?

知ってるよ!

あんぐる

あ
ん
ぐ

る

あ
ん
ぐ

る

都
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
で

名
誉
会
長
特
別
賞
な
ど
を
受
賞

昨
年
の
第
E
■
㎜
回
東
爪
都
統
計
ク
ラ
マ

尸
ノ
″―
士
二
区
内
小
・
巾
学
生
の
卜
品

が
多
歌
人
還
」
匸
'
年
の
硫
計
タ
ン
タ
ー

の
図
柄
に
使
川
j
れ
t
し
だ

一
・
川
:
X
寰
公
限
貪
一
ゆ
た
滔
は
け

が
り
I
ち
と
」(
辰
沼
少
▼
一
・
四
月
・
=
人
肉
一

席
i

内

交
通
S
故

状
況
)
二

花
畑
北
中
)

▼

し
・
「
月
・
=
私
立
中
乍
高
等
学
校
協
会
長

賞

雇

マ
イ

」
り・
『(
花
畑
巾
)

▼
九
・
↑

月
…
名
誉
会
尺

貧

イ

、
老
人
達
は
こ

花

畑
屮
　

▼
-

『
・

ヤ
二
月
・・『
名
誉
会
長
萄

川
X

「
あ

っ
、
地

震
だ
(

花
畑
中
)

人
選
'
从
各
校
の
M
で
は
、
こ
れ
か
ら
ぐ

叫
操
槻
膏
の
環
j
し
て
、
統
計
的
な
も
巾

勹
-
地
乃
や
、
グ
ベー
て
ご
協
力
1
る
ふ
ふ
弯

て
て
行

き
た
い

と
の
こ

と
で

す
。

四
月
か
ら
予
約
制
に
な
り
ま
す

法

律

相

談

K
y
气

て
い
る
無
月
法
律
相

泱
が
、
四
月
か
ら
予
約
制
に
な
り

よ
弌

ま
た
、
相
談
凵
も
週
二
回

に
増
や
し
ま
す
。

サ
ラ
金
、
借
地
な
-
m

に
関

す
る
こ
と
を
弁
霞
士
が
相
談
を
受

け
ま
1
。
お
気
軽
に
ど
う
气

法

律
相

談
日

時
V

本
庁
舎
・・・
毎

週
月
・
木
嘱

川

▽
第
-

庁
含

…
竡
j
水一
川
内
み

い
r
n

も
午
後
一
叫
～
四
時

予
約
方
法
w
話
ま
た
は
来
室

各
日
と
も
先
着
三
f
名

※
そ
の
他
の
税
務
、
結
婚
、
交
通

事
故
な
ど
の
相
談
方
法
は
、
従
来

リ
お
り
c
す
。

予
約
申
込
・
問
合
せ
先

広
報
課

柚
羨
係

ご
参
加
く
だ
さ
い

経

済

講

演

会

日
時
三
月
十
こ
囗
(
火
一

午
後
一
時
こ
I
分
～
乙
l

場
所

産
業
振
興
館

テ
ー
マ

企
業
経
営
に
は
ず
み
を

つ
け
る
～
飛
躍
す
る
た
め
の
卜

万

力
条
什

講
師
人
山
梅
雄
氏
(
株
一
つ

カ
t
取
締
役
社
艮

定
員

四
百
名
(
無
む

問
合
せ
先

商
工
係

募
集
し
ま
す

臨
時
職
員
(
学
校
警
備
)

勤
務
先

区
立
小
・
中
学
校

勤
務
内
容
・
時
間
日
曜
口
・
祝

日
の
学
校
一
備
、午
前
(
時
三

1
-
分
～
午
後
九
時
Ξ
卜
分

資
格

六
十
万
歳
ま
で
の
男
畦
で

健
康
な
り

申
込
方
法

履
膠
『一
に
写
真
を
添

え
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会

教
廠
員
係

消
費
生
活
問
題
の

調
査
研
究
グ
ル
ー
プ
募
集

区
で
は

、
消

費
生
活
問
皿

を
調

査
研
究
1

る

グ
パ
ー
プ
の
募
S

を

し
て
い

ま
す
。

と
り
あ
け
る
1
1
7
-
l
ヤ
は
、
食
品

添
加
吻

、
洗
剤

、
m
'

、

表
示
な

ど
匚
つ

い
て
て
!

。

消
費

者
の
皆

さ
ん
ぺ

自
ら
の

手
で
調

査
研
究

活
動

を
わ
い
、
消

費
生
活
問
題

を
身
近

な
も
の
と
し

て
、
考
え
て
い

た
だ
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
ふ
る

っ
て

、
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

活
動
内
容

グ
パ
ー
ソ
ご
と
に
、

消
賢
生
活
上
の
具
体
的
テ
ー
マ

色
調
査
研
究
し
ま
4
。
そ
の
結

果
を
年
二
回

、
二
千

字
程
度
で

報
告
し
ま
す

応
募
資
格

区
内

に
住
ん
で

い
る

捫
貴
息
1

、
グ

ル
ー
プ
(

五
名

程
さ

を
'作
り

、
グ

ル
ー
プ
単

位
で
申
し
込

ん
で

く
だ
さ
‘い

募
集
グ
ル

ー
プ
数

七
グ
ル
ー
プ

謝
礼

一
グ
ル
ー

プ
年
岷
万

円

期
間

二
年
間

申
込
期
限

Ξ
月
二

十『

日

申
込
方
法

直
腰
ま
た

は
一
晒

※
申
し
込
み
多

数
の
場

合
は
抽
選

に
な
り
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ
先
測
9
者
セ
ン

々
-
　
八
匕
O
土
三
九
】
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保
健
・
衛
生

胃
の
検
診
・

子
宮
が
ん
検
診

対
象

▼
一

の

棟
診
・・・
睥
三
十
五
歳

以
上
の
区
民

▼
子

富
が
ん
検
診

・
I
S
三

十
歳
以
上
の

区
民
(

た
だ

し
、

い
ず
れ
も
過
去
一
年
以
内
に

検
診

を
受
け
て
い

な
い
方
)

検
診
日

程

左

衰
の
と

お
り

費
用
W
の
検
診
、
子
曹
が
ん
怏
診

と
も
六
百
円
(

た
だ
し

、
生
乕

像

喫
世
帯
の
方
は
生
保
の
し

匐
り

を

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
住
民

観
非
I

椥
証
明
一

を
当
日
押
参
す

れ
は

鳬
I

さ
れ
ま
す
)

検
診
の
で
き
な
い
方
▼
W
の
検
診

・
・
・
冐
の
手
術
夸
し
た
方
や
臂
の
痢

気
で
冶
農
串
の
方
、
妊
娠
し
て
い

る
方
、
ま
た
妊
娠
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
方
y
子
窗
が
ん
検
診
・
・
・

生
理
申
の
方
、
姉

人
科
医

で
治
療

中
の
方

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ

に
希
望
検

診
名
・
検
診
日
・

検
診
場
所

、
住

所
、
氏
名
(

ふ
り

が
な
)

性
別

、

生
年
月
日
、

年
齢

、
電

話
番
气

足
立
像
健
所
で
子

宮
が
ん
検
砂
を

受
診
し
た
こ
と
の

あ
る

方
は
'
受

診
叺

番
号

を
記
入
の

う
え
申
し

込
ん
で
く

だ
さ
い
(

一
人

一
枚
瞋

り
)

申
込
期
限

い
ず
れ

も
二

月
(
'

凵
(

当
日
消
印
有
効
)

《
ご
注
意
》
申
し
込
み
多
数
の
場

合

は
抽
遇
と
な
り
ま

す
。
な
匐
、
子

宮
か
ん
検
診
に
限
り
抽
選

に
も
ね

た
方
は
、
区
内
の
寢

枦
人
科
医
て

検
診
(

費
用
は
同
じ
)

し
て

い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま

す
、、
ま
た
、
東
亰
都

が
ん

検
診
ヤ

ン
タ
ー
ーソ
映
砂
希
皇
の
方

お
よ

ぴ

予
富
か
ん
岐
診
の
産
婦
人
科
医
で

受
診
さ
れ
る
方
は

、
受
診
禀
交
付

の

た
め

、
所
管
の
保
鱇
所
や
保
健

相
談
所

に

、
後
日
お
い
で
い
た
だ

く
事

に
な
り

ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先

足

立
像
帥
网

(
〒
1
2
1伊
與

町
前
沼

一
一
五
七
¶

六

　
(
五

五
1

四
一
五
一
)

検診日程表

成
人
病
検
診

日
時
・
場
所
▼
毎
一
水
一
日
、午

加
九
時
～
十
時
・
・
・
足
立
保
鑰
所
y

毎
逓
金
曦
日

、
午

的
九
時
～
十

時
・・・
千
佳
保
鑰
所

対
象

三
十
歳
以
上
の

区
民
の

方

検
査
項
目

心
一

図

、
眼
暖

、
尿

、

血
液
な

ど
二
十
三
項
目
(
W

、
子

官
が
ん
検
診
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
)

費
用

五
千
円

申
込
方
法
I

銛
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
足
立
保
鑰
所

(
`
一
【五
】五
-
四
】£
一
)
、千

伎
保
鯖
听
(

　
八
(
(

一

四
二

七
七
)

成
人
病
予
防
教
室

日
時

气
M
(
U
(
木
)
午
後
一
時

ご
T
分
～
四
町

場
所

千
卜
保
畩
哂
講
堂

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
力

テ
ー
マ

中
轟
年
の
麹
康
一
理
他

定
員

五
十
名
(
先一
順
)

費
用

無
科

申
込
・
問
合
せ
先

千
住
保
鴫
所
予

防
踝

　
(
八
八一
四
二
七
七

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
を

か
か
え
た

家
族
の
つ
ど
い

日
時

Ξ
月
十
四
日
(
水
)
午
後
二

畤
～
四
時

場
所

江
北
保
健
扣
旅
所

対
象

ア
ル
コ
ー
ル
で
困
'
て
い
る

家
族

講
師

榎
本
棯
氏
(
成
増
厚
生
病
院

医
師
)

定
員

二
丿
名
(
先
曽
!

費
用

麻
科

申
込
方
法

電
話
予
杓

申
込
・
問
合
せ
先

江
北
保
健
相
談

所

　
八
九
ベ
ー
四
〇
〇
四

四
十
歳
代
女
性
の

保
健
栄
養
教
室

場

所

・

日

程

▼

足

立

保

健

所
・・
・
三

月

七

日

・

十
四

日

▼

江

北

傑

健

相

談

所

・・・
―
川

卜

二
日

・
十

四

日
・

气

い
こ
i

▼

千

僅
皿

健

所
・・
・
こ

川

七

卜

・
t
a

日

・

ニ

ト
ハ

日

時
間
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分

～

に

畤

―
十

分
(

貧

血

検

重

希

輿

者

は

午

芒

時

か

ら
)

内
容
▼
一
口
日
・
『・
翡
さ
を
・
保
つ
栄

簣
学
y
二
川
目
・
j
冫
昧
と
バ

ラ

ン

ス

食

▼

三
日

目

…

稾

し

く

か

ら

だ

を

励

か

そ

う

費

用

無

料
(

貧

血
検

重

希

望

者

‥
J

二

百

四
i

円
)

申
込
・
問
合
せ
先
U
t
i
X
S
t
i
(

(
八
工
―
四
一
五

'
弌
江
北

保
健
相
談
哂
(
　
(
九
六
!
四
〇

J
四
)
、千
住
保
健
馮
(
　
(
(

(
-
5
『石
と

就
労
両
親
学
級

日
時
y
蝌
}
日
・
・
・
三
月
十
日
(
土
)

▼
第
二
日
i
E

月
十

七
日
(

土
)

午
後
一
時
～
四
時

場
所

千
佳
保
健
所
講

宣

対
象

働
い
て
い
る
妊

婦
と
配

偽
者

定
員

二
十

五
名
(

先
着
順
)

内

容

▼
第
一
日
・・
・
妊
一

中
の

生
瓊

家
族
叶
画
、
亦
ち
ゃ
ん
の
衣

孀

▼
痢
二
日
・・・
妖
婦
の
栄

賃
、
妊
娠

中
の

生
盾
、
お
産
の
準

備
、
お
ふ

ろ

の
入
れ
方
、
質
疑
応
答

持
参
す
る

も
の

母
子
手
帳
、
事
紀

八

、
さ
ら
し
(

百
四
十

六
り
)

申
込

方
法
I

話
予
約

申
込

期
限

三
月
九
日

申
込
・
問

合
せ
先

千
佳
保
鍵
所

　
八
八
八
一

四
二
七
七

あ
な
た
に
お
く
り
ま
す

春
の
文
化
教
室
・
講
習
会

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

区
民
教
養
講
座

郷
土
の
歴
史
を
学
ん
で
い
た
だ
く

区
民
教
養
講
座
、今
年
は
区
内
七
ヵ

所
に
点
在
す
る
S
士
羣
に
ち
な
ん
で

開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
、

日
時

三
月
十
七
日
(
土
)
午
後
二

畤
～
四
時

場
所

竹
の
嬢
社
会
教
冐
館

演
題

一
士
講
ハー
黶
史
こ
足
立
の
I

士
塚

講
師

軻
科
小
一
郎
氏
(
山
村
民
俗

会
代
表
幹
事
)

費
用

無
科

申
込
方
法

当
日
会
鳩
で
受
付
卜

問
合
せ
先

文
化
係

十
六
ミ
リ
映
写
機

操
作
再
講
習
会

ま

で

リ
映
写

機
操
作
の
修
了
征

を
お
持
ち
の
万
で

、
技
府
の

向
上
を

叶
り

た
い
方

、
復
爾

を
な
さ
'い
た
い

方
々
'吋
象

に
し
た
講
習
会
今
開
催
し

ま
す

。

な
お
時
間
は

自
由
ご
t

り
ご
お
気

軽
に
ご

笋
加

く
だ
さ
い
。

日
時

气
月

十
凵
(

恚

午
秘
匸
畤

～

七
時
の
闃
{
叉
講
時
問
は
自
由
}

場
所

竹
卜

家
紅
会
教
育
鈿

内
容

新
旧

映
写
機
し
使
用
方
柾

受
講
方
法
L
j

リ
修
了
証
ふ
I持

蔘
の

う
え
、
直
接
会
場
へ
お

ご
ン

く
だ
さ
い

問
合
せ

先

夊
化
係

手

芸

教

室

日
時

三
月
二
j
て
凵
(
金一
午
後

一
時
～
四
岡
三
十
分

場
所

花
畑
セ
レ
タ
ー

内
容
フ
ェ
ル
ト
&
形
の
状
*
<
i
し

(
誰
で
も
や
さ
じ
'
そ
き
ま
す
)

定
員

】
y
名
(
促
舞
順
)

対
象

ぺ
内
心
葭
・
在
勤
の
娉
人

費
用

千
心冒
円
(
材
料
賢
は
当
日

持
参
)

申
込
方
法

丿
昊

日
か
ら
直
接
窓

口
ま
た
は一
新

申
込
・
問
合
せ
先

花
畑
セ
ン
タ
ー

　
(
五
〇
―
二
六
一
七

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

講

習

会

日
時
l

川
-
七
日
(
土
)
午
後
六

畤
三
十
分
～
(
時
[
嗹
分

場
所

勤
労
福
祉
会
餓

内
容

フ
ラ
ン
ス
科
理
フ
ル
コ
ー
ユ

対
象

一
穀
動
労
者

定
員

五
十
名
(
先
蒭
噸
)

費
用

四
千
円
(
刈
理
代
実
費
一

申
込
方
法
I

川
ふ一添
え
て
直
険
悪

口
へ
申
-込
ん
乙
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
動
労
福
祉
会
爾

(
四
〇
一
-
1
宸
叉

老
人
会
館
各
教
室

期
間

四
月
～

九
月
(

月
一
湎
)

場
所

老
入
会
館

内

容

▼
番
遵
教

室
(

第
二
・
第
四

火
一

日
)

▼
俳

句
教
室
(

第
二

・
錆
E

木
一

口
)

▼

水
彩
画
教

室
(

爾
一
・
第

『
水
嗜
U
)

定
員

▼
一

週
教
亶
・
三

十

名

▼
俳
句
・
水
彩
画

教
苹
・・
二
十
名

対
象

各
教
室
と
も
初
心
6

で

、R

内
在
住
六
十
繊
以
上
か
方

申
込
期
限

三
月
十
二
日

申
込
方
法
匳
接
窓
口
ま
た
は
一
話

(
走
員
を
-
翊
え
た
場
合
は
抽
選
)

申
込
・
問
合
せ
先

老
べ
会

館

　

八
五
九
-

九
七
三
二

婦
人
教
室

新
規
受
講
生
募
集

教
室
名
・
日
程
・
定
員
・
費
用

左

衰
の
と
お
り

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
崎
人
(

初
心
者
に
限
る
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
:
i
r
n、

氏
名
、
年
齢
、一
話
番
号
、
希
望

教
室
名
を
妃
入
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
(
一
人
一
枚
の
み
有
効
、一

教
室

を
選
ん
で

く
だ
さ
い
)

申
込
期
限

こ
月
十
二

日
(

当
日
消

印
有
効
)

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は

、
公
闘
抽

選
を
し
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先

一

紀
セ
ン
タ
ー
(

甼
Ⅲ
柬
纃
一

一
-

五
-

一
七

　
六
〇
五
一

七
一
〇

一
)

グ
ル
ー
プ
茜

油

絵

展

東
都
セ
ン
タ
ー
の
柚
両
教
室
、
研

死
全
賢
講
生
に
よ
る
柚
峨
曩
で
す
。

日
時

三
月
(
日
～
十
二
日
、
午
前

十
時
～
午
後
六
時

場
所

酉
新
井
区
民
ホ
ー
ル

問
合
せ
先

東
郷
セ
ン
タ
ー

　
六

〇
五
一
七
一
〇
一

教
育
セ
ン
タ
ー

□
映
画
会
の
お
知
ら
せ

日
時
三
月
卜
日
(
土
)
y
第
一

回
午
後
二
時
こ
十

分

▼
第
二
回

午
後
四
時
三
十
分

場
所

教
育

セ
ン

タ
ー

題
名

「
は

だ
か
の
天

磐

対
象

一
般
区
民
(

小

学
生
以
占

定
員

百
五
十
六
名
(

各
回
)

費
用

無
料

申
込
方
法
I

銛
予

的

□
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
三
月
・
四

月
の

一
般
投
映

日
時

▼
毎
週
木
曜
H
・
・・
午
後
六
時

二
十
分

▼
毎
逓
土
噸

日
・・・
午
後

二
時

、三
時
三
十
分

、六
片
三
十
分

場
所

教
育

セ
ン

タ
ー

題
名

「
春

が
来

た
!

熊
さ
ん
と
い

っ
し

″
に
塵
を

さ
が
そ

う
」

定
員

一一
百
三
十

名
(

各
回
先
着
)

費
用

▼
十
五
歳
以
F

・・・
無
料

▼
士
(

歳
以
上
・
・・
百
円

申
込
・
問
合
せ
先

い
ず
れ
も
、
教

育

セ
ン

タ
ー

　
(

五
〇
-
(
(

〇
一

足立区
勤労者
共済会

足
立
区
助
労
者
共
済
会
は
、
区

内
の
中
小
企
業
に
鋤
く
助
労
者
の

方
々
の
棡
利
草
生
の
充
実
を
目
的

と
し
て
区
内
の
動
労
耆
、
事
業
主

と
足
立
区
が
協
力
し
て
昨
年
十
月

発
足
し
ま
し
た
。

現
在
、
会
員
を
対
象
と
し
て
、

下
表
の
よ
う
に
幡
広
い
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
助
労
者
の
豊
か
な

生
活
と
安
心
の
た
め
、
ま
た
商
店

や
企
業
の
繁
栄
の
た
め
に
ぜ
ひ
ご

入
会
く
だ
さ
い
。

対
象

▼
区
内
の
中
小
企
業
(
従

業
員
三
百
人
以
下
)
に
耡
い
て

い
る
方
(
六
ヵ
月
以
上
の
パ
ー

や
の
方
も
可
)

▼
区
内
に
暦

住
し
、
区
外
の
中
小
企
業
に
勤

め
て
い
る
方

入
会
金

一
人
に
つ
き
二
百
円

会
費

一
人
に
つ
き
月
碩
五
百
円

※
な
お
、
亊
糞
主
が
負
姐
し
た
分

は
観
法
上
、
擒
金
ま
た
は
心
要
経

費
と
し
て
処
理
で
き
ま
す
。
ま
た

毎
月
の
会
費
は
銀
行
の
黻
勵
振
替

で
納
入
で
き
ま
す
。

◎
加
入
申
込
昏
、
パ
ン
フ
し
ツ
ト

は
蜀
力
者
共
隣
会
事
務
局
ま
で
ご

錆
求
く
だ
さ
い
。
ま
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
は
勤
力
硼
祉
会
餓
、
産
業
振

興
皿
に
も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

勤
労
者
共
済

会
事
楞
月
(
動
労
嘔
祉
係
内
)

生 活資金 の貸付

ホテル・遊園地など

給付金の給付

募
集

し
ま

す

勤
労
青
少
年
の
入
寮
者

名
称

勤
力
青
少
年
寮

場
所

千
僅
桜
木
ニ
ー
一
五一
一

一
一
〇
一

施
設
内
容
S

嶌
(
十
一
・
七
㎡

べ

。卜
、
口
。カ
ー
爾
付
)

対
象

十
五
歳
以
上
!
一
十
八
歳

未
繝

申
込
資
格

▽
単
身
男
子
で
あ
る

こ
と

▽
一
内
の
中
小
企
粛
に

勤
務
し
て
い
る
こ
と

▽
申
し

込
み
の
日
前
三
ヵ
月
の
平
均
月

収
が
十
五
方
以
下
で
あ
る
こ
と

入
寮
予
定
人
員

十
名
(
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

使
用
科

月
s
五
千
百
円
(
光
熱

水
齊
別
)

申
込
方
法

申
込
用
紙
が一
労
襴

祉
係
、
ま
た
は
勤
労
青
少
年
寮

に
あ
り
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先

動
労
柵
祉
儡

届
出
を
お
忘
れ
な
く

家
屋
を
新
築
さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
整
備
が
、
す
で
に
濟

ん
だ
地
域
内
に
、
象
屋
等
を
新
集

さ
れ
た
万
は
、
住
所
を
付
け
る
た

め
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
驤
け
出
が
な
い
と
、
住
所

が
付
け
ら
れ
な
い
た
め
、
転
入
等

の
手
続
が
で
き
ま
せ
ん
。届
け
出

に
は
、
鏤
集
確
認
通
知
書
一
式
と

印
か
ん
を
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

住
層
衰
示
係

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

□
お
支
払
い
は
口
座
振
替
で

国
民
年
金
の
犀
険
科
を
、
あ
な

た
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納

付
で
き
ま
す
。

手
続
き
は
、
預
金
口
塵
か
あ
る

釧
行
、
偉
用
金
車
、
價
用
組
合
、

農
協
の
窓
口
へ
。

持
参
す
る
も
の

年
啻
于
帳
、
預

金
通
帳
、
取
引
印
か
ん

□
保
険
科
を
納
め
a
れ
な
い
方
へ

保
険
科
を
納
め
な
い
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

経
隣
的
な
事
情
な
ど
で
納
め
る

こ
と
が
困
鱆
な
方
は
、
保
険
科
免

除
の
手
晩
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
先

国
民
年
<
8縢
、
ま
た

は
出
蠎
所

持
参
す
る
も
の

印
か
ん
、
年
金

手
帳

く
わ
し
く
は
、
い
ず
れ
も
国
民

年
金一
妃
餓
係
へ
。

中
川
図
書
館
廃
館

塢
城
図
一
館
と
し
て
長
年
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
し
た
中
川
図
書
館

は
、
本
年
三
月
十
五
日
で
東
和
S

一
姐
に
吸
収
統
合
し
、
曄
餓
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
禪
皿
機
の
廊
設
利
用
は

改
綸
し
て
児一
図
書
室
、
和
重
な

ど
を
設
け
、
地
域
住
民
の
方
で
還

営
し
て
い
た
だ
く
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。

《
中
央
図
一
S
》

足
立
区
で
買
お
う

食
べ
よ
う
　
頼
も
う
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春
の
ス
ポ
ー
ツ
講
座

1
2コ
ー
ス
開
設

コミュニティ文化・スポーツ公社

859- 8211

次
の
①
、⑤
～
@
の
教
室
参
加
者

は
事
前
に
健
康
チ
ヱ
ぶ

ふ
叉
け
て

く
だ
さ
い
。

□
健
康
チ

ェ
ッ
ク

日

時

▽
毎
遍
水
曜
B
・
・・
午

前
九
時

三

丿
分
～
午
後
七
時

ワ

毎
遍

凵

曜
日
・・・
午
前
九
阿

ゴ
干
分
～
午

後

三
時

対
象

一
般
区

民
(

高
校
生
以
上
)

内
容

血
圧

、
脈
拍

、
肺
活
一

、
尿

等
の
測
定
と

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

費
用

無
料

※
闘
設
時
間

に
直
接
お
い
で
く

だ
さ

熨
(

た

だ
し

、
正

午
～
午
後
一
時

は
除
き
ま

す
)

①
ヨ

ー
ガ
教

室

日
時
四
月
四
日
寸
(
月
二
十
七
日

毎
遍
水
一
日
(
肝
十
三
回
)
午
町

十
時
～
1
-
I
畤
三
卜
分

内

容

基
本
助

作

対
象

一
般
区
民

定
員

五
十

名

費
用

各
回
二

百
円

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
三
月
二
t

八
日
(

水
)

午
前
十
時
か
ら

申
込
方
法

往

復
(

ガ
キ
に
住
所

、

氏
名

、
年
齢

、
竃
M

番
号

、
教
室

名
を
紀
入
し
て

、
申
し

込
ん
で

く

だ
さ
い
(

一
人

一
枚
瞋

り
)

申
込
期
限

三
川
十
日
(

当
日
消
印

有
効
)

⑤
コ

ロ
ン
・
コ
ロ
ン
教
室

日

時

四
月
六
日
～
五
月

二
十
五
日

毎
週
金
曜
日
(

計
八
回
)

午
後
β

時
～
五
時

内

容

柔

道
の
便
身

｀
』中
心
と

し
た

軽
連
助

対

象

五
歳
児
～
小
学
生

定
員

五
十
名

費

用

各
回
百
円

オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン

三
月
三

十

日
(

金
)

午
後
四
時
か
ら
(

保
護

者
の
み
)

⑤

柔
道
教
室

日

時

四
月
六
口
恚
五
月
二

十
五

日

毎
週
僉
一

日
(

肘
八
回
)

午
後
五

時
～
六
時

内

容

柔
道
の
蔵
本
助
作

対

象

コ

ロ
ン
・
コ
ロ
ン

教
室
の

修

了

蓍
か
柔
道
の
叉
身
の
で

き
る

小

学
生

定
員

五

十
名

費
用

各
回
否
円

オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ

ョ
ン

コ

尸
y
・

コ
ロ
ン
教
室
と
同

じ

④
剣
道
教
室
(
小

、
中
学

生
コ

ー
ス
)

日
時

四
月

六
日
～

九
月
ニ
ト
八
日

毎
週
水
・

金
曜
口
(
叶

五
十
一
回
)

午
後
五
時
三
十
分

～
七
時

内
容

剣
遭
の

基
礎

技
術

対
象

小
学
三

年
生
～
中

学
生

定
員

五
十
名

費

用

各
回
百
円

オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ

ョ
ン

四
月
四
日
(

水
)

午

後
五
時
三
卜
分
か
ら

⑤
剣
道
教
室
(

家

庭
婦
人
火

曜
コ

ー

ス
)

日
時
四
川
十
日
～
九
月
一
罕
五
日

毎
週
火
曜
日
(
肘
二
1
-
五
)
午
前

十
時
～
十

一
時
三

丿
分

内
容

剣
道
の

基
礎
技
術

対
象

家
庭
婦
人

定
員

五
十
名

費

用

各
回
二
百
円

オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン

四
月
冫
凵
(

火
)

午

前
十
時
か

ら

⑥
剣
道
教
室
(

家
庭

婦
人
木

曜
コ

ー

ス
)

日
時

四
月
五
口
～

九
月
二
十
七
日

毎
遡
木
曜
日
(

計
二

十
五
回
)

午

加
十
時
～
十
一
時
三

十
分

内

容
・
対
象
・
定
員
・

費

用
・
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン

家
庭
婦
人
火
曜

コ
ー
ス
と
同
じ

⑦
自
彊
術
教
室

日
時

四
月

六
日
圭
(

月

二
丿
九
日

毎
週
金
曜
日
(

計

十
三
回
)

午
前

り
時
～
十
一
時
三

十
分

内
容

碁
本
助
作
(
3
1
動
)

対
象

一
般
ぼ

民

定
員

五
十
名

費

用

各
回
二
百
円

オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ニ
リ

乙
十

日
(

金
)

午

前
丿

時
か
ら

⑧
練
功
十
八
法
教

室
(

中
国
の

新
健

康
体
操
)

日
時

四
り

石

工

竚

二
十
瓦
日

毎
週
月
曜
日
(

計
ト
ニ
回
)

午
前

申
時
～
十

一
時
三
十
分

内
容

芙
し
い

音
楽
に
合
わ
せ
て
行

う
運
動

。
腰

痛

、
肩

こ
り
に
効
果

的

。
養
本
動

作

対
象

】般
区

民

定
員

五

卜
名

費
用
各
回
二
百
円

オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン

二
月
一
罕

六
日
(

月
)

午
前
十
時
か
ら

⑨
合
気
道
教
室

日
時

四
月
イ

ー
日
土
(

月
二
十
七

日

、
毎
週

水
陶
口
(

計
上

一
回
)

午

後
二

時
～

三
時
三
一

分

内
容

‘
基
礎
技
術
お
よ
び
護
身
術
の

修
得

対
象

一
般
区

民

定
員

三
や
名

費

用

各
回
一
石

円

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

四
月
四
日
(

水
)

午

後
二
時
か
ら

⑩
わ
ん
ぱ

く
一
年
生
教
室

日
時
四
月
四
川～
翌
年
卜
月
y
ｙ

七
日

、
毎
週

水
曜

日
(
計
五
1

回
)

午
後
三
時
～

四
時

内
容

ア
ス
レ
チ
'

ク
で
丈
夫
な
身

体
、
強
い
心

を
饗
お
う

対
象

小
学
一

乍
生

定
員
t
ｔ
名

費

用

各

回
肖
円

⑪

リ
ズ
ム

ダ
ン
ス

教
室
(

午
前
コ
ー

ろ日

時

四
川
可
日
～
と

一
月
二
十
七
　

日

、
毎
週
木
曠
日
(
升
三
卜
(

回
)
　

午
前
十

時
～
十
『
時
圧
十
分

内

容

基
礎
^
*

プ
か
ら

ジ
ャ
ズ

的
な
ダ
ン
ス
ま
で

対
象

十

八
歳
以
上
の
女
性

費

用

各
回
二
百

円

⑫
リ
ズ
ム

ダ
ン
ス

教
室
(

夜
間
コ
ー

ス
)

日

時

四

月
五
卜
～
士

一
月
二

卞
じ

日

、
毎
週

木
曜

囗
(
・計
二
十
八
回
)
　

午

後
六
時
こ
T

分
～
八
時

内

容

基
礎
ス
ー・
乙

ノ
か
ら

ジ
ャ
ズ
　

的
な
ダ
ン
ス
ま
で

対

象

十

八
歳
以
E

の
男
女

費
用

各
回
二
百
円

申
込
方
法

①
・・・
郵
送
、
I
～
⑫

・・・

直
接
窓

口
ま
た
は
一

話

申
込
受
付

三
月
五
日
、
午
前
八
時

申
込

・
問

合
せ
先

総
合
ス
ポ
ー
ツ
　

セ
ン

タ
ー
(

〒
Ⅲ
東
保
木
闡
ニ
ー
　

ニ

七
一

一

　
八
五
九
―
八
三
I
)

ひ
ろ
ば

カット　河野冨貴さん
( 梅 田三丁目)

□
ニ
ュ
ー
モ
ラ
ル
セ
ミ
ナ
ー

日
時

三
月
九
日
・
十
日
、
午
後
六

畤
三
十
分～
九
時
十
分
、
十
一
日

午
前
九
時～
午
後
四
片

場
所

両
新
井
住
区
セ
ン
タ
ー
(
九

日
、
十
日
)
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

本
部
(
十
一
日
)

会
費

二
千
五
百
円

定
員

百
名
(
原
則
と
し
て
全
日
程

に
事
加
で
き
る
方
)

講
師

水
冶
千

冬
氏
(

モ
ラ

ロ
ジ
ー

研
究
所
)

申
込
・
問
合
せ
先

川
越

　
八

九

八
一

二
五

九
二

□
太
極
拳

初
心
者

講
習

会

日
時

四
月
五
日

か
ら
毎
週
木
曜
日

午
後
六
時
三
十
分
～

八
時
(

肝
六

回
)

場
所

東
艘
瀬
巾

学
校
体
育
館

対
象

男
女
聞
わ

ず

費
用

二
千
円
(
運
動
で

き
る
服
蛾
)

主
催

日
本
女
子

太
極
事
ク
ラ
ブ

申
込
・
問
合
せ
先

水
井

　
六
〇

六
-

九

九
六
二

、
鈴
木

　
八
八

〇
I

○
五
一
〇

□
紙
粘

土
人
形
の
会
会
員

募
集

日
時

甸
月
第
二
・

四
木
」
叺

午

後
六
時
～
(

時
三

十
分

場
所

中

央
本
町

社
会
教
育
S

費
用

月

糲
・
・・
千

円
(

材
料
費
別
)

申
込
・
問
合
せ
先

豊
田

　
八
八

三
-

七
〇
〇
五

□

書
道
教
室
会
員
募

集

日

時

毎
月
第
一
・
二
・
四

水
曜
日

午
後
一
時
三
十
分
～
三

時
三
十
分

場
所

佐
野

セ
ン
タ
ー

費
用

月
額
・・・
二
千
五
百
円

申
込
・
問

合
せ
先

石
沢

　
六
〇

瓦
-

五
五
三
八

□
ヨ

ー
ガ
サ
ー
ク
ル

「
ら

く
だ

」

日
時

毎
週
金
曜
口
(

月
四

旦

午

後
七
時
～
八
時
三

十
分

場
所

青
年
爾

対

象

区
内
在
位
・
在
動
の

三
卜
歳

未

膺
の
方

申
込
・

問
合
せ
先

市
川

　
八
九

〇
-

五
九
九
六
(
午

後
八
時
以

降
}

□

「
子
ど
も
と
読
書

」
講

演
会

日
時

三
月
十
一
日
(

日
)

午
餓
一

畤

三
十
分
～
四
時

場
所

竹
の
塚

社
会
教
育
館

費

用

三
百
円

定
員

三
十
名
(

先

着
嘔
)

※
な
お

、
子

ど
も
と
読
書
を
楽
し
む

研
究
会
員

を
募

集
し
て

い
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先

伊

沢

　
八
五

〇
-

三
f

厶
(
(
午
硬
八
時
以
降
)

□
ジ
ャ

ズ
・
リ
ズ
ム

体
操

講
習

会

日
時

▽
午
前
コ
ー
ス
(

月
墸
・
木

嶇
・

金
曜

凵
)
午

前
L

時
～
十
一

時
三
十
分

▽

夜
闃

コ
ー
ス
(

木

曜
日
)

午
後

六
時
一
一
年

分
～
八
時

※
な
お

、
各
コ

ー
ス
と
も
三
月
二
遍

目
よ
り
四
回
で

す

。

費
用

二
千
円

申
込
・
問
合
せ
先

達
峰

　
八
(

八
上
(

七
二

七

投
稿
・
問

合
せ

先

広
報
課
　
(

甼
Ⅲ
千

住
一
-

四
一

一
八
)

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
を
利
川
し
た
フ
イ
'

ジ

ン
ク
セ
ン
タ
ー
を
M

き
ま
し
た

。

日
時

二
月
・
四
川
力
毎
週
士
曜
、

日
曜
、
祝
只
た
だ
し
、春
休
み

期
間
中
は
平
日
む
利
用
可
能
)

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場
所

變
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル

対
象

小
・
中
学
生
(
小
学
生
Ξ

年
以
下

は
父
兄
回
芒

費
用

　
二
百

円

放
流

魚

輿
鯉

持
参

す
る

物

釣
具

、
え
さ
(

ね

り
)

※

な
お

、一
匹
は
持
ち
帰
り
で
き

、

二
匹
日

か
ら
は
一
匹
百
円
で
す

。

問
合

せ
先

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

　
八
。究
-

八

无

一

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
6
)

明
冶

十
年
頃
か
ら
自
由
民
権
運

勣
は
次
第
に
さ
か
ん
に
な

っ
て
い

き
よ
す
が
、
こ
れ
は
征
韓
鏑

に
敗

れ
た
板
垣
退
助
ら
に
よ

。
て
、
田

会
闘

設
の
一

勳
と
し
て
は
じ
め
ら

れ
ま
し
た
。

民
権
運
動
は
、
思
想
的

に
は
西

吹
の

民
主
主
簡
思
想
の
影
一

を
・
つ

け
、
や
が
て
自
由
党
や
改

進
寛

な

ど
の
政
党
も
組
織
さ
れ
ま

し
た

。

そ
し
て
、
民
権
違
助
は
、
地
租

を
軽
く
し
て
も
ら
お
一つ
と

す
る
地

主
や
農
民

も
加
わ

っ
て

次
第
に
激

化
し
て
い
く
の
で

す
。

解
放
令
に
失
望

し
て
い

た
同
和

地
区
の
人
ぴ
と
も
部
落

解
放
の
願

い
と
紬
ぴ
つ
け
て

、
こ
の

遭
勧
に

蓼
加
す
る
人
か
で
C

き
ま

し
た
。

神
奈
川
、
兵
庫
、
大
阪

、岡

山
、

福
岡
な
ど
で
民
栂
運
動

と
解
放
へ

の
願
い
を
絹
ん

だ
活

勣
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

民
権
運
励

な
ど
に
よ
っ
て
、
明

治
卜
四
年

に
政
府
は
国
会
を
鬨
く

こ
と
を
約
東
し
ま

し
た
が
、
そ
の

一
方
で
は

集
会

、言

論
、
葡
社
な
ど

の
自
由

を
せ

ば
め
、
き
ぴ
し
く
と

り
し
き
り

、
こ
の

自
由
民
権
還
動

は
く

ず
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し

、
部
落
解
放
へ
の
助
き

は
各
地
で

お
こ
り

、
同
和
地
区
の

人
遥

に
よ
る

自
ら
の

力
で

解
放
し

よ

う
と

す
る
団

体
が
生
ま
れ
て
き

ま
し
た
。

明
冶
三

十
五

年
(
'
九
〇
二
年
)

に
は
、
岡

山
県
の

三
好
伊
平
次
ら

に
よ

っ
て
『
備
作
平
民
会
』
が
つ

く
ら

れ
、『
部
落
民
よ
目
ざ
め
よ

、

自
分
の
手
で

自
分
を
解
放
せ
よ
』

と
よ

ぴ
か
け
、
還
動
を
異
闘
し
て

い
き
ま
す
。

芦
年
に
は
奈
良
、
大
吸
な

ど
に

同

和
地
区

の
人
た
ち
に
よ
る
自
ら

の
力
で

解
放
し
よ
う
と
す
る
団
体

か

生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

同
年
七
月
に
は
、
大
阪
、
京
都

、

兵

庫
、
奈
良
、
和
歌
山
、
岡
山

な
ど

の

各
府
県
の
有
志
か
集
ま
っ
て
、

全
国
的
な
運
動
組
織
体

で

あ

る

「
大
日
本
同
佃
融
和
会
」

を
つ

く

り

ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
備
作
平
民
会

と
な

ら
ん
で
、
自
主
的
か
つ
組
織

的
な

鮃
放
運
助
の
さ
き
が
け
と
な
り
ま

し
た
が
、
運
助
の
中
味
が
精
神

的

要
素
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
そ
の

後
の
盾
助
は

迎
み
ま
せ
ん
で
し
气

◎
同
和
問
一

に
閧
す
る
問
い

合
わ

せ

は
、
区
役
所
同
和
対
策

姐
当
へ

。

ご参加ください

都民体育大会
春季足立区予選会
各種スポーツ

□
卓

球
の

部

日
時

四
月
八
日
(

日
)
・・
厶

轂
の

都
、
五
月
三
日
(

木
)
・・
・
中
学
の

部
、
い
ず
れ
も
、
午
前

九
時
か
ら

場
所

中
央
本
町
体
胃
館

種
目

一
般

男
子
・
シ
ニ
ア
(

三
十

五

歳
以
上
)
・

ベ
テ
ーフ
ン
(
五
十
纎

以
上
)
・

一
般
女
子
・
シ

ラ
(

三

十

歳
以
占

ぺ
ご
フ
ン
(

四
十
肢

以

上
)
・

巾
学
(

周
子
・
女
子
)

資
格

区
内

在
什
・
在
勤
(

に
連
盟

登
録
者
)

・
在
字

者
(
中

学
生
)

一
人
二
種
目
ま
で
出
場
可

費
用

一
種
目
二
百
円

申
込
方
法

【

ガ
キ
に
参
加
種
目

、

住
所

、
氏
名
、
生
年
月
日
、
一

括

番
号

を
'明
記
の
う
え
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

申
込
期
限

】
l月

ヤ

四
日
(

当
日

消
印

有
効
)

申
込
・

問
合
せ
先

区
卓

球

連

盟
(

〒
Ⅲ
西
伊
興
町
八
-

円
二
庄
司

万

　
八
五
一
ご
1
-二
o

三
八
)

□

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
部

日
時
▼
一
般
心
肺
・
-
・
叫
月
ニ
ト
ニ

日

▼
家
庭
婦
人
の
陥
1

四
月
三

卜
日
(

振
替
休
)

、
五

月

三

日
(

祝
)

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
他

区
内

体
育
館

種
目

一
般
の
郎
(

男
・
女
)

上
(

大

制
・
九
大
胴

、
家
庭
婦
人
の
鮪

・
・・
九
人
制

資

格

区
連
盟
R

緑
チ
ー

ム

費
用
一
般
の
郎
の
み
-
-
チ
ー
ム
ニ

千
円

申
込

方
法

区
連
盟
の
総
会

白
と

き

に
直
接
こ

般
の
部
三
月
十
八
日

、

家
庭
婦
大
の

部
こ
川
十
三
日
)

問

合
せ

先

一
般
の
郎
(

　
八
八
二
I

ニ

四
九
八
巾
村
り
气

家
庭

娉

人

の
祁
(

　
八
九
〇
-

一

八

八

福
田

方
)

□

バ
ス

ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
部

日

時

四
月
八
日
・
t

五
H

・
二
月

二

目
・
二
十
九
日
、
午
前

九
時
か

ら
場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
他

種
目

男
女
共
一
部
I

リ
ー
グ
戦

、

二

郎
r
l

ナ
メ
ン
ト
敏

資

格

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者

で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

費
用

一
チ
ー
ム
五
千
円

申
込
方
法
・
蜀
隕
郵
送
で
三
月
|
-

五
日
(

必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先

区
連
盟

事
薺
局
(

〒
旧
酉
峽
瀬
一
丁

二
三
上

一
四

ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
ト
内

　
八
八
六
-

二
四
二
〇
)

□
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部

日

時

三
月
二
十
五
口
(

囗
)

午
前

几
時
～
午
後
九
時

場

所

総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
ク
ー

種
目

一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
A

・
B
{

叨
心
耆
}
・
C
(
四
卜
鎭
以
上
)
・

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
A

・
B
(

初

心

蠡
)
・
C

【
】宇

五
歳
以
占

資

格

区

内
在
住
・
在
勤
者
(
高
校
生

以
上
)

費

用
　
i

ペ
ア
千

六
百
円

申
込
方
法
・

期
限

直
接
参
加
費
を

駟

え
て

】二
月
十
五
日
ま
で
に
申
し

込

ん
で

く
だ
さ
い

申
込
・
問

合
せ
先

ツ
バ
メ
ヤ
ス
ポ

ー
ツ
(

〒
Ⅲ
千

佳
一
不

一
九

八
八
八
-

八
三
三
一
)

□
ア

ー
チ
ェ

リ
ー
の
部

日

時

四
月
一
日
(

日
)

午
前
卜
時

～
午
後
二
時

場
所

ロ
ピ
ン
フ

。
ド
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
レ
ン
ジ

種
目

タ
ー
ゲ
'

卜

資

格

区

内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

費

用

三

百
円

申
込
方
法

・
期
限
(

ガ
キ
ま
た
は

竃
話
で

三
月
二
十
五
日
ま
で

に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問

合
せ
先

区
連
盟

♀

Ⅲ

鹿
浜
四
一

一
i

八

ロ
ビ
ン
フ
'

ド

ア
ー
チ

ェ
リ
ー
レ
ン

ジ
内

高
橋

秀
之

　
八
吾

〒

四
九

一
二
)

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
審
判
員
講
習
会

健
康
・
体
力
づ
く
り
増
進
の
た

め
、
区
民
に
観
し
ま
れ
て
い
る
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
に
つ
い
て
i
し
く
、

正
し
い
ゲ
ー
ム
方
法
と
マ
ナ
ー
の

普
及
を
目
的
に
、
区
公
認
毒
判
員

の
育
成
を
図
り
ま
す
。

日
時

一
'一
月
十
七
日
(

土
)

午
前

十
時
～

午
後
四
時
(

雨
天
の
鳩

合

、
午
後
一
時
～

四
時
)

場
所

北
千

佳
公
圃
運
動
場
(

雨

天
の
場

合
、
区
役
所
七
階
大
会

織

瘟
)

内
容

統
一
ル
ー
ル
に
よ
る
指
導

方
法

お
よ

ぴ
毒
判
方
法
の
修
得

対
象

区
内

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好

古
で
毒
判
員
匐
よ
ひ
指
導
員
を

目
指
す
方

講
師

区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
指

毒
員
、
　
H体
青
指
碑
委
員

費
用

無
料

定
員

百
名
(
抽
蓐
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
(
一
人

一
枚
)
に
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
'
　
v
*
s
番
号
を
明
記
し
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
間

一こ
月
五
口
～
一

口
(

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

体
青
課
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
担
当
(
早
川
千
住
一

一
四
¶
一
八
)

区
民
軽
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
に

で
も
手
軽
に
楽
し
め
る
「
イ
ン
デ

ィ
ア
カ
」
お
よ
ひ
『
リ
ン
グ
テ
ニ

ス
』
の
講
習
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
参

加
し
て
家
庭
、
職
鳩
な
ど
で
楽
し

み
な
が
ら
体
力
づ
く
り
を
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時

三
月
二
十
七
日
二
一
十
日
(

四
日
閧
)
午
後
六
時
三
十
分

～
(
時
三
十
分

場
所

中
央
本
町
体
青
館

講
師

東
京
都
レ
ク
リ
エ
ー
ジ
″

ン
協
会
所
属
指
毒
員

費
用

無
料

参
加
資
格

膺
十
六
歳
以
上
の
区

内
在

住
・

在
勤
名
(

た
だ
し

、

父
兄
同

伴
に
限
り
小
・
中
学
生

の

参
加

を
認
め
ま
す
)

定
員

六
十

名
(

定
員
を
越
え
た

蝿

合
は

知
遇
)

申
込

方
法
I

貼

、
ま
た
は
(

ガ

キ

に
住
所

、
氏
名

、
年
齢

、
戰

業

扣
よ

ぴ
『
軽
ス
ポ
ー
ツ
希
望
』

と
明

記
の

う
え
申
し
込
ん
ご
く

だ
さ
い

申
込

期
限

三
月
二
十
日
(

当
日

消
印

有
効
)

申
込
・
問

合
せ

先

体
育
課
軽
ス

ボ

ー
ツ
担
当
(

〒
川
千
庄
一
一

四
一

一
八
)

統
計
調
査
員
募
集
中

区
で
は
各
種
統
計
調
査
を
臾
施

し
て
い
ま
弌

国
勢
銅
壷
や
住
宅

絳
計
冊
稾
は
、
皆
さ
ん
ご
存
知
の

こ
と
と
思
い
ま
す
か
、
こ
れ
ら
の

調
重
以
外
に
も
エ
場
や
商
店
、
事

業
所
な
ど
を
対
象
に
し
た
調
査
、

家
計
や
吻
価
の
動
き
を
中
心
に
し

た
調
重
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。区

で
は
、
こ
れ
ら
統
計
調
査
に

従
事
し
て
い
た
だ
く
調
査
員
を
S

時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
統
計
係
へ
。

街
の
中
で
あ
な
た
の
身
近
に
あ
る
話
題

を
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い

《
広

報

課
》



昭 和59 年3 月5 日 あ だ ち 広 報 第644 号 ( 4)

みぢかな暮らしに生きる

住 民 税

申告期限は3 月15日

問合せ先
区役所第一課税係… 　882- 1111
第二庁舎第二課税係…　889- 6161

一一鮫に、道府県民税(東京都では都民税)と甫町村民税( 東京鄒23区では特別区民税)

を合わせて仕民税とよんでいます。私たちにとって日常生活l C関係の深い道路、ごみ、
学校、福祉など身近な仕事の費用を、自分たちの所得の巾からそれぞれの負担能力gl応
じて直擴分扣しあう性格の裂金です。いわば、住民として暮らしていくためgl 支払わな
けれぱならない会費のようなものといえます。したがって、所得税よりも納める人の嶇
囲瞎広く、税本も低く定められています。住民税は、正しく申告された内容により適・

な税計算がされ。その税額を通知し、それ11よって自ら納税していただく制度です。区
の歳入のなかでも自主財源として住民の声を反映できる重要な資金ま1なっていますO

申告をお忘れなく
申 告 が 必 要 な人

①昭和58; F 巾に所 得のあった人で、明和59 年1

月1 日現 在、足 立区内 に住所 を 有 す る

人

②足 茫区 内欷ご事務=l iや 事案所、家屋敷があっ

て足a 区 外|こ住ん でい る人

※ 申告が必要な人で 、巾 告鹵の屆いていない

人は 、課税 慄までご連絡 くだされぱ 郵送し ま

す。

なお、出張所にも置いてありますので、ご
利用ください。

申告をしなくてもよい人

①所得税の確定巾告をする人
②舸年中の所伶が給り所得だけで、勤務先か

ら区へ、給5 支払報告書が出された人
③前年中に所得のなかった人
④乍活保護法によって、昭和59年、凵11 日現
在、生活扶助を受けていた人

⑤前年の合計所伶が〔( 控除対象配偶者十扶
養親*+　1) 　X25万円丿以下の人

※ ただし、L記③～⑤に該当する人でも非課
税証明書発l jなどの基礎資料となり ますの

で、提出 にご協力ください。

申 告 書 の 提出場所
申 告襴は、区役所本庁舎 、第二庁舎4】纛税

課、またはも よりの出張所 へ提出し てくださ

い。 な洳'、申偽魯眈鼻送 でも受付けて丶・ます

ので、同刔の返 信用刔筒 をご利用ください。

記入方法などが わからな い人は 、履視贔康 員

が由張 受q けを行い ますの で、j l 気軽l こ洳い

で ぺださ い。

◎ 3月10日{土}、12日( 月) 場所・‥ 常東

出張所、楊5～籍9出張所、楊12～篇14出張

所

◎ 3月13日( 火) 、14日{水}場薦・・・鴒15～

鱚20出 張所 、東駿 ● 出憂所 、東果g 由張所 、

皇震讀|薗蒼 、花畑出張所 、神明出張所 、佐野

幽張罵

受付畸間は、午叶S畤～午後・畸、土矚日

は午曲s畤～I Ξ 午までです。

※ なj i 、本年から、確定申 告書のうち 、医療

費控除I c ついての給9 所得者丑 付申告 書皿!か

ぎ って、区 役所本庁舎、 擇二庁舎 の課剔讖窓

口 でも、申告の相波枕二応u ます。 期關a3 月1

日から15 日までです。

損をしないために
あなたは、申告書の記入もれなどにより損
をしていませんか。
すでに提出済で、記入もれがある人は、す
ぐ呱修正の手碗きをしてください。次の所得
控除欄が記人もれになっている人が多く見受
けられますので、注魚してください。

配偶者および扶養控除欄

納 税茜と生計を一にす る配偶者( 婚姻 届の

提出 されている妻 または夫) や その他の姻族

で、次 皿ご破当する人を記入し てください。

① 前年中に所得のなか った人

② 前乍中の合計所碍が釦万円( 給与所得者は

支払 金額で80 万円 、老 年者で公的年金受給

者は 年 金支払額が158 万円) 以下 の人。

また、自己の動労に よらな い不動産、利r

、配当所得の場 合眈】0万 円以下 の人

③ 駟年中に死亡した人 で、①または ②皿=該当

する人

※ 老人找 拠( 陣書 名を除 く70 歳1ふ1上の人) に

該当する人が、納税者または、その配偶者の
直系専属でかっ同居している場合は、同居老
親等扶養となります。
また、控除対象配偶者や扶養親族が特別陣

害者( 身障手帳1～2級、薫の手帳1～2度
等) で納税者または配偶者と同居している場j
は、同居特別障害者( 配偶者) 扶養となり

ます。控除対象配偶者や扶養親族で同居の人
は、申告書扶養控除欄同居に○ 印をつけてく
ださい。

そ の 他 の 控除 欄
所得控除には、いろいろな種類があります

ので、ご注意ください。

所 得 税 の 還 付
靭年の中途で就・遇驤したサラリーマンの

人で、年末調整を受けなかった場合は、税務
署に確定申告をすることにより、所得税の還
付が受けられる場合があります。

個人住民税の計算方法
年穆樋=特別区民程所得割康キ都箟髱所得割檣1 均等翻● ( 2, SO 円)
◎蒂得劃善の計算方法
所得盍善一- -①所朞種畭= 課穏櫛準檣
置屋鰺準鎮【1, 0Q0R 未満● 擒】X● 貘摩- ・ 穆饂挫鮠 所襌㎜

① 所 得 控 除

次の種類があります。該当する場合は、所
得金額から差し引くことができます。
1。 雑鯛1↓ E … a} その 年の損失の全額の うちI c

、災害調遭支出の 金額がなら1場合、 また

は5 万円且下の畏害 関連支出の全額があ る

場合・・・【儁失金額 一保険金などで瞿てんさ

れる金細】 一縋所爾 全額箋x 】/】0- 轍換l l

除 額凶

剪 そのf f の損失全額が 、すべて災 書闃考支

出の 金鎖である場合 、また扛 その年の損失

金額のうちl 二5万円 を超える災 害胃達支鳶

の金額がある場 合は 次のいず11 か多い方の

金緬が雑損控除額と なります

g災 害関連支出の 金額- 5 万FI

l l l 】の叫の 金額

Z 医 球費撞除… ( 支払 った医 療費の総額 一

保険 金などで補 てん された金額) - ( 勤 膏

得金額1x 酊1{ 賈》}

憲総所扣 金額1x5yl 叩 が5 万円を超え る屬

枩は5 万円 となり ます 。

刪控除 鬣の最高限度は2 叩 万l l lです。( 爾取

書を必 ず唾 什L てくださ1ヽ)

1 社会憚鮠料1皿 ・・- 5811-中糺支払った全 襴

4. 小 規鐘堂癩共許等 掛金控除・・・5a乍巾K 支

払った金額

5. 偉鮠料梭餘-・58 年巾糺支払うた金 襴

一分配 金が、

枉】1s,匍匐円筑下- 一全額

膺15, 疆11円～40, 0001円- ・支払っf c保I *料そ

2　+7, 500 円

叫4&{蹲1円～71, as円・- ・支払っi =保箍斜E

4+17111wi FI

極限Mxn 円以上・-・缶、f ws円

※ 年額保険貉が9, f ws 円を 超えるものsこつい

ては証 明 書が必豐です 。

1 障害 書捷鑰・- - 210j wnFI ( 瞽 別 障害者

2匐, a) 0 円)

7、 老年者 臉難・・・21●、I xxl Pl

a. 寡 細( 麌) ● - ・- 210, 0001円

1 飴僭学量體曝・・・2恥、cxx1円

1亂 驤 者鯖 … 蹈, 轜 円【老人 鵲 騅

配偶 者237, 1s1 円、同居 特薦嚀害 者である

控除 対象 配銅者2sy, 0a 】円)

11. 　& 養楠障

( l l 扶養糧震 人E つ き・-・227, 0001円

覿J 扶ヽ 養控除-・儖 鵬 円

戳}同 居老麹等扶奏… ai x, ax 》円

asI 贋特劉障害者杖養・-・257, 0001円

12. 　基 櫞控・ 。・227,四0 円

② 税 率( 所得割額の出し方)

下表の速算表( 課税標準額× 税率一速算控
除額) により計算してください。
特別区民税所得割額と都民税所得割額とは

別 に々計算します。
〔例3 課税標準額が400, 000円の柵合
。特別区民税所得割額
400, 0( X)円× 3　%　―3, 000円=9, 000円
O都民税所得割額
4( X) , 000円× 2　%　=　8, 000円
納付する年税額は9, 000円十8, 0( X)円+2, 500
円( 均等割) =19, 500 円です。

③ 税 額 控 除

所 得割額から控除 されるもので、58 年中皿こ
配当所得があった場合控除 されます。

控除 額は

特別区 民税分… 配当所得 金額の2. 0%

都民税分… 配当所得 金額の0. 8S

ただし、課税総所得金 額、土地 等にかかる

課税 事業所得等の金額、 課税 長期( 短期) 饋

渡所 得の合計額が、1, 000 万円を 超える部分

の 配当所得金額につい ては 、この率のそれぞ

れの半分です。

<ご注意>上記の配偶者控除、扶養控除、

基礎控除の金 額に ついては 、臨時特例法案(

特別 減税) の7, 000 円が加算されてい ます。

な お、配偶者等の扶 養控除 額、均等割非課

税限度額、障害者控除 等の人的 控除等呱つい

ては 、さらに引 き上げ のための法案が提出さ

れてい ますので、改 正される場合 が あ り ま

す。

くわしくは、別途広報紙でお知らせし ます。

所 得 割 額 速 算 表

特 別 区 民 税

都 民 税
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で
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U. S　239, 000


